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はじめに

　本書は南アフリカ，ブラジル，インド，中国の新興4か国の労働運動の動ଶを，
「新しい労働運動」という視点でղ明するࢼみである。そのഎܠに，各国の今日
の労働運動のཧղには，それͧれの「新しい労働運動」΁の஫目がෆ可ܽである
というೝࣝがある。「新しい労働運動」とは，各国それͧれのैདྷ型の労働運動
とは異なる性࣭を࣋つ労働運動である。したがって，Կがैདྷ型の労働運動でԿ
が「新しい労働運動」なのか，国や࣌代によって異なる。ただし，それͧれのै
དྷ型の労働運動に共通するಛ性として，おもに第2࣍ੈք大ઓ後に多くの国々で
ల開された，運動の場は職場を中心とし，賃金や労働条件の改善，向上を主ཁな
目的とする，労働組合が主ಋする労働運動であるとすることができる。࢖༻者と
のஂ体ަবやஂ体行動（労働૪議など）が，目的をୡ成するための一ൠ的，中心
的手ஈである。労働運動では運動の主体が労働組合であるものは労働組合運動で，
労働運動は労働組合運動を包ؚする運動である。したがってैདྷ型の労働運動は，
労働組合運動である。
　これにରして「新しい労働運動」は，必ずしもैདྷ型労働運動が࣋つ上記のよ
うなཁૉやಛ性だけでߏ成されているわけではない労働運動である。本書では各
章，南アフリカ，ブラジル，インド，中国の新興4か国においてそれͧれԿが「新
しい労働運動」かを明らかにしたうえで，その動ଶをݕ౼している。ただし「新
しい労働運動」をݕ౼するといっても，「新しい労働運動」とैདྷ型の労働運動
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の関心にはॏなり合う෦分もあり，「新しい労働運動」がैདྷ型の労働運動に取
って代わったということではない。
　本書が「新しい労働運動」と括ހ書きとするのは，必ずしも今現在新しいとい
うことではないからである。࣌ؒの経աとともに新しいもの，新しさは当વมわ
る。しかしこのことは，当࣌にして新しかったものがその後どのようにม化し，
またม༰したか，そして今日どのような状況にあるかをཧղすることにҙຯがな
いということではない。本書が扱う新興4か国はいずれも，それͧれの「新しい
労働運動」の୆಄の࣌ظを19�0年代～ 1980年代に࣋つという共通点があり，
そして各国の「新しい労働運動」は，࣌を経てม化を経ݧしたり，成௕／֦大ま
たは後ୀ／ॖখしたりしている。「新しい労働運動」自体のม化もあるが，「新し
い労働運動」よりもさらに新しい，「新しいʰ新しい労働運動 」ɦがੜまれている
かもしれない。各国のそうしたม化をԡさえるのが本書の最大の目的である。
　このような࣌ؒ࣠上のݹさ・新しさという「新しい労働運動」の؍点にՃえて，
本書では「新興国型の新しい労働運動」と「包摂・権利擁護型労働運動」（ҎԼで

はॱに「新興国型」，「包摂・権利擁護型」とすることがある）という2つのྨ型を「新
しい労働運動」の視点として提ࣔする。この視点は実際の労働運動のల開からಋ
いたもので，前者の新興国型の新しい労働運動は，新興国の労働運動研究ではۃ
めてॏཁな，本書の出ൃ点にもなっている労働運動であり，後者の包摂・権利擁
護型労働運動は，今日の労働運動にٻめられる再活性化の文脈で論じられる労働
運動である。したがって本書の「新しい労働運動」という視点は，࣌ؒ࣠上のも
のと型という2つのཁૉがߏ成している。これらについては第2અで改めて確ೝ
する。
　本章のߏ成は࣍のとおりである。第1અでは，౷ࢿܭ料を༻いて各国の労働組
合の組৫化動向と労働運動の動向をࣔす1つの指ඪとして，労働૪議の動向を֓
ུ的に確ೝする。ଓく第2અでは，「新しい労働運動」として，新興国型の新し
い労働運動と包摂・権利擁護型労働運動という2つの視点を提ࣔする。第3અで
各章のཁ໿をまとめる。なお，本書では労働運動を，取り組んでいる໰୊，໰୊
ղܾ΁のアプローν，労働者の組৫化の方๏，組৫֦大の手๏，また（組৫のӨ

。めるための）組৫化の࿮組みを௒えた活動などの諸ଆ໘からとらえているߴ力をڹ
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序章　新興4か国の「新しい労働運動」

1گͷ૊৫Խঢ়ࠃ֤

　新興4か国の「新しい労働運動」に関する議論の前に，各国の労働運動事情を
೺Ѳすべく，౷ܭから各国の労働組合の組৫化状況と，労働運動の1つの指ඪと
して労働૪議の動向を確ೝする。なお，ং章最後の෇図表において，4か国の社
会経済指ඪをまとめた。
　දং��は国際労働機関（*-O）による౷ܭ「*-OS5"5」より，新興4か国をؚ
Ή各国の労働組合組৫཰をまとめたものである。この労働組合組৫཰は原則とし
て，労働組合員਺をશඃ༻者਺でআしてٻめられている。したがって分฼には，
たとえ͹自営ۀ者はؚまれない。දং��によると，多くの国で2010 ～ 201�年
の労働組合ฏۉ組৫཰（Ճࢉฏۉ）は2004 ～ 2009年のฏۉ組৫཰よりも௿Լし
ていることが確ೝできる1）。労働組合組৫཰の௿Լは，ੈք的܏向であることが
わかる。またその௿Լは，૬ର的に組৫化が難しい非ਖ਼社員／非ਖ਼ن労働者（੥

ෛ労働者，有ܖظ໿労働者，パートλイム／୹࣌ؒ労働者，ྟ࣌労働者など）やঁ性
労働者の૿Ճ，αーϏス経済化の進లなどがഎܠにある。දং��で両ؒظともに
組৫཰が確ೝできる国のうち，中国の9ˋϙイント૿という組৫཰上ঢを上ճる
のはウルάアイ（12�5ˋϙイント૿）だけである。
　南アフリカ，ブラジル，インド，中国の新興4か国の労働組合組৫཰のਪҠを
まとめたのがਤং��である。4か国のなかでは共࢈ౘ関࿈組৫である޻会，つま
り中国の労働組合の組৫཰が最もߴく௚近で44�9ˋ（2015年），ついで南アフリ
カが28�1ˋ（201�年），ブラジルが18�9ˋ（201�年），インドが12�8ˋ（2011年）

となっている。޻会をଞ国とಉじような労働組合とみなすか൱かは議論が分かれ
るが，新興4か国では中国のみ，近年の組৫化が進んでいることがわかる。南ア
フリカはいくͿん盛りかえしているように見डけられるものの，おおΉͶ਼੎と
しては，労働組合組৫཰のఀ଺もしくは௿Լ܏向が࡯؍できる。ブラジルについ
ては，労働組合අの੍ڧ௃収（労組ೲ෇金）が2018年からഇࢭされたことをडけ，

1）਺஋のؒظの取り方が2004 ～ 201�年であるのは，出所ݩのࡌܝデーλの੍໿のためである。ここ
では2000年（θロ年）代と2010年代のରൺを視野に，2004 ～ 2009年およͼ2010 ～ 201�年とい
う括りにしている。
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දং��　֤国の労働組合組৫཰� （ˋ）

地域 国 2004～09
年ฏۉ

2010～1�
年ฏۉ

デーλ௚近年の
組৫཰（年） 地域 国 2004～09

年ฏۉ
2010～1�

年ฏۉ
デーλ௚近年の

組৫཰（年）

新興4か国 南アフリカ � 28�9 28�1 （201�年） ถभ アϝリカ 11�8 11�0 10�3 （201�年）

ブラジル 18�� 1��� 18�9 （201�年） カφダ 29�5 28�9 28�4 （201�年）

インド 13�4 12�8 12�8 （2011年） ϝΩγί 15�3 13�5 12�5 （201�年）

中国 31�� 40�� 44�9 （2015年） ϕωズΤラ � 0�2 0�2 （2012年）

アジア 日本 18�4 1��� 1��3 （201�年） ίロンϏア 9�8 9�� 9�5 （201�年）

ؖ国 10�2 10�0 10�1 （2015年） ϖルー 4�4 4�8 5�� （201�年）

୆࿷ 39�9 39�3 39�3 （2010年） νリ 15�� 1��0 19�� （201�年）

ߓ߳ 22�� 24�9 2��1 （201�年） パラάアイ � ��2 ��� （2015年）

γンΨϙール 18�� 19�8 21�2 （2015年） ウルάアイ 1��� 29�1 30�1 （2013年）

λイ 3�1 3�5 3�5 （201�年） アルθンνン 33�2 30�0 2��� （2014年）

マレーγア 10�2 9�0 8�8 （201�年） Ԥभ イΪリス 28�1 25�4 23�5 （201�年）

インドωγア 9�4 ��0 ��0 （2012年） フランス 8�0 8�0 ��9 （2015年）

フィリピン 11�1 8�� 8�� （2014年） ドイπ 20�3 18�0 1��0 （201�年）

ϕトφム � 14�� 14�� （2011年） オランダ 20�1 18�4 1��3 （201�年）

カンϘジア � 9�� 9�� （2012年） ϕルΪー 54�5 54�5 54�2 （2015年）

ラオス � 15�5 15�5 （2010年） スイス 18�5 1��� 15�� （2015年）

ϛϟンマー � 1�0 1�0 （2015年） イλリア 33�� 35�8 34�4 （201�年）

スリランカ � 14�9 15�3 （201�年） スϖイン 15�� 1��2 13�9 （2015年）

パΩスλン ��1 � 5�� （2008年） ϙルトΨル 21�2 18�2 1��3 （2015年）

アフリカ νϡニジア � 20�4 20�4 （2011年） Ϊリγϟ 23�4 21�3 18�� （201�年）

ηωΨル � 22�4 22�4 （2015年） デンマーク �8�9 �9�1 ���2 （201�年）

ウΨンダ 1�5 � 1�5 （2005年） ϊルウΣイ 53�� 52�8 52�5 （2015年）

λンβニア � 29�� 24�3 （2015年） スウΣーデン �2�3 ���5 ���0 （2015年）

βンϏア 42�1 2��3 25�9 （2014年） フィンランド �0�1 ���� �4�� （201�年）

ジンόブΤ � ��5 ��5 （2010年） ϙーランド 1��4 12�9 12�1 （201�年）

オηアニ
ア／中近
౦　　　

オーストラリア 20�5 1��� 14�5 （201�年） νΣί 18�1 13�� 10�5 （201�年）

ニϡージーランド 21�� 19�� 1��9 （2015年） スロόΩア 19�9 13�2 11�2 （2015年）

イスラΤル � 2��5 28�0 （201�年） ロγア 40�� 32�9 30�5 （2015年）

トルί � ��4 8�2 （201�年） ウクライφ 5��9 51�4 43�8 （2015年）

（出所） *-Oの౷ܭデーλϕース「*-OS5"5」より筆者࡞成（2019年2月24日閲覧，ダウンロー
ド）。

（஫）（1） 労働組合組৫཰は原則として，組合員਺をશඃ༻者਺（したがって自営やࣦۀ者等はؚ
まれない）でআしてࢉ出したものである。ただし各国のఆ義，また年࣍によって出所等が
異なるため，୯७ൺֱはできない。

　　（2）2004～09年およͼ2010～1�年のฏۉ஋は筆者ࢉ出によるՃࢉฏۉ。
　　（3）「ʵ」は਺஋のܽଛ。
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序章　新興4か国の「新しい労働運動」

組৫཰が௿Լしている（第2章ࢀর）。
　ストライΩや労働૪議だけが労働運動ではないが，それらが労働運動に関する
ॏཁな指ඪであることはؒҧいない。දং��は新興4か国の労働૪議のਪҠであ
る。中国の޻会はݐ前としてはストライΩを実施しないからだろうか，*-Oの౷
では中国の労働૪議件਺は確ೝできない。またインドについては，労働者のスܭ
トライΩと࢖༻者によるロックアウトの合ܭ件਺であることに஫ҙが必ཁである。
このほか，本表には表஫にあるようなఆ義等のちがいがあり，本表からີݫな議
論やൺֱを行うのは難しい。それでもಉ表によると，ブラジルはストライΩが大
෯な૿Ճ܏向にあるようである。௚近の2012年は8�3件とۃめて多い。南アフ
リカも，਼੎としてストライΩ件਺は૿Ճしている（201�年は132件）。これに
ରしてインドでは，ストライΩとロックアウトを合わせた労働૪議ではあるが，
南アフリカ，ブラジルとൺֱすると૪議件਺のݮগはஶしい（201�年は102件）。
ちなみに日本のްੜ労働省のൃ表によると，日本の૪議件਺（૪議行ҝを൐う૪

ਤং��　新興4か国の労働組合組৫཰
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（出所）*-Oの౷ܭデーλϕース「*-OS5"5」より筆者࡞成（2019年2月24日およͼ2020年2月8
日閲覧，ダウンロード）。

（஫）（1） 労働組合組৫཰は原則として，組合員਺をશඃ༻者਺（したがって自営やࣦۀ者等はؚ
まれない）でআしてࢉ出したものである。ただし各国のఆ義や年࣍によって出所等が異
なるため，୯७ൺֱはできない。

　　（2） 組৫཰が೺Ѳされている年࣍のみάラフにまとめている（インドは2004年，2009年，
2011年のみ）。
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議件਺）は2018年度は58件であった2）。
　なお，දং��で労働૪議件਺がະࡌܝの中国については，߳ߓをڌ点として中
国の労働運動をࢧԉする労働/(Oの中国労働通৴（$Iina -aCoVS BVlletin� 

$-B）がそのウΣブαイトで，ストライΩをはじめとする労働者の૪議行ҝをใ
じている3）。$-Bの集ܭによると，2018年9月1日～ 2019年2月28日の൒年ؒに，
গなくとも�00件はストライΩがൃੜしているようである4）。
　Ҏ上，本અでは労働組合組৫཰と労働૪議件਺のਪҠより，新興4か国の労働
運動の਼੎を確ೝした。࣍અでは新興4か国の「新しい労働運動」の考࡯にあた
り本書が༻いる;たつの視点を提ࣔする。

2）ただし2014年度は80件，2015年度は8�件とएׯ多い。ްੜ労働省「ฏ成30年労働૪議౷ܭ調査の
֓況」第1表より（IttQs���XXX�mIlX�Ho�KQ�toVkei�list�El�14�30�08�QEG，2020年2月15日閲覧）。

3）ӳ語αイトのU3-はIttQs���clC�oSH�Ik�（2019年3月4日閲覧）。
4）労働૪議の地ཧ的分෍をまとめた$-Bのαイト（U3-� IttQs���maQs�clC�oSH�Ik�stSikes�en�）より

関࿈ファイルをダウンロード（2019年3月3日）。

දং��　֤国の労働૪議（ετライΩʴϩοΫア΢τ）のൃ生件਺
2005年 200�年 200�年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 201�年 201�年

南アフリカ � � � � 51 �4 �� 99 114 88 110 � 132
102 99 �5 5� � � � � � � � � �

ブラジル 299 320 31� 411 � � � � � � � � �
� � � � 518 44� 554 8�3 � � � � �

インド � � � � 391 429 � � � 28� 150 102 �
45� 430 389 423 � � � � � � � � �

中国 � � � � � � � � � � � � �
� � � � � � � � � � � � �

（出所）図1にಉじ。
（஫）（1）中国のデーλはない。
　　（2）ブラジルɺ南アフリカɺインドが2ஈにわたるのはɺ౷ܭの出所が異なるためである。
　　（3） ブラジルはストライΩのみの件਺（2011～12年は౷ܭの集ܭର৅は家事労働者をআく

ඃ༻者ʦemQloZeesʧに限ఆ）。
　　（4） インドは2005～2008年は政࣏ストライΩとࢀՃ者10ਓະຬのストライΩをআくスト

ライΩとロックアウトの合ܭ件਺ɺ2014～1�年はࢀՃ者10ਓະຬのストライΩをআく
ストライΩとロックアウトの合ܭ件਺。

　　（5）「ʵ」は਺஋のܽଛ。
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序章　新興4か国の「新しい労働運動」

ʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯͱ͍͏ࢹ఺2

　「新しい労働運動」という語は，日常でもࣖにしಘるܗ༰であり名ࢺである。
しかし「はじめに」で述べたように，本書では「新しい労働運動」として，各国
がまずそれͧれの労働運動のల開にরらして「新しい労働運動」をಉఆし，論じ
ている。
　また࣌ؒ࣠上という؍点にՃえて，ং章では࣍の2つの࣌ظのಛఆの労働運動
に஫目する。1つ目は，いくつかの新興諸国における19�0年代～ 1980年代の労
働運動である。これは新興国の労働運動研究では無視することができないॏཁな，
本書の出ൃ点にもなっている労働運動でもある。2つ目は，1990年代Ҏ߱のと
くに先進諸国における労働運動の再活性化，再ੜという文脈での労働運動である。
これは各国で今日ల開されている労働運動にも൓өされていたり，今後のあるべ
き労働運動のߏ૝にとってもࣔࠦに෋Ήものと考えられている。ҎԼॱに֓؍す
る。

���ɽ�৽ڵॾࠃʹ͓͚Δ����೥୅ʙ ����೥୅ͷ�
ʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯ

　1つ目の「新しい労働運動」は，いくつかの新興諸国における19�0年代～
1980年代の労働運動である。労働運動研究では1990年代に入り，19�0年代～
1980年代の当࣌の「第三ੈք」，とくにブラジル，南アフリカ，フィリピン，ؖ
国の労働運動を指して，「新しい労働運動」と表したものがある（SciQes 1992）。
これらの「新しい労働運動」は労働組合が主ಋした労働組合運動で，各国の研究
いずれでも，その労働組合運動が「社会運動ユニオニズム」（Social Movement 

Unionism� SMU）5） と し て 論 じ ら れ た（MooEZ 199�� SciQes 1992� SeiEman 

1994� 8ateSman 1993）。

5）ユニオニズム（ʦtSaEeʧ Vnionism）は「（労働）組合主義」と༁される。ユニオニズムは，労働運動
に関する主義／思૝として労働組合をॏ視するもので，（Կらかの）主義にͮجく，労働組合のあり
方や労働組合が主ಋする運動のあり方を指す。ただし，（あり方だけでなく）労働組合運動そのもの
を指すこともある。
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　この「新しい労働運動」（したがってこの࣌ظの社会運動ユニオニズム）�）は，おお
よそ࣍のようにまとめられる。ٸ଎にۀ޻化が進んでいく19�0年代Ҏ߱のいく
つかの新興国では，賃金等の労働条件の改善，向上をめ͟すだけでなく，社会ม
ֵをも視野に入れた，ಆ૪的（militant）な労働運動が労働組合によってల開さ
れた。またその労働運動は，権Җ主義的体੍΁の఍߅というଆ໘も有していたこ
ともあり（SeiEman 1994），それは労働運動研究者にとっては，開ൃ途上にあり，
またຽ主化がे分にࠜͮいていない「第三ੈք」における，（੢ଆ）先進国の労
和ղԼの労働運動（新઒・ࣰా 2009）とは࣭的に異なった「新しい労働運動」ࢿ
であったともいえる�）。労働組合は目的のୡ成のために，地域社会／ίϛϡニς
ィでの࣋ࢧの֫ಘを視野に入れ，労働運動をల開した。
　۩体的な例として，本書でも第1章で論ずる南アフリカと，フィリピンの2つ
の事例からこの࣌ظの「新しい労働運動」を確ೝしよう。両国ともにその研究で
は，「新しい労働運動」ではなく社会運動ユニオニズムという༻語を༻いて労働
運動が論じられている。南アフリカの「新しい労働運動」／社会運動ユニオニズ
ムとして論じられた労働運動は，1985年に南アフリカ労働組合会議（$onHSess 

oG SoVtI "GSican 5SaEe Unions� $OS"5U）が݁成されるまでのྲྀれに࿈なる労
働組合，そして݁成後の$OS"5Uが主ಋした運動を指した。南アフリカのこの
労働運動は，നਓ૚が非നਓ૚をࠩ別しਓछִ཭したアパルトϔイト体੍を打౗
するのにॏཁな役割を果たしている。$OS"5Uはനਓࢧ഑にର߅するためには
というίϛ۠ॅډਓࠇ，場でのಆ૪にとどまっていてはෆ可能であるとೝࣝし޻
ϡニςィにおいて，ए者やֶੜなどの൓体੍運動との協働という手ஈを取った
（3amasXamZ 2002）。また職場の֎にある労働者のॅډやҩྍ，ڭҭ，ਫಓと
いったੜ活ڥ؀をめ͙るಆ૪を通じて，労働組合は地域ίϛϡニςィとの共ಆを
実現させた（SeiEman 1994）。
　フィリピンの「新しい労働運動」／社会運動ユニオニズムとして論じられた労

�）ਖ਼確には，「この࣌ظの社会運動ユニオニズムとして論じられた労働運動」とするべきである。
�）今日のάローόルࢿ本主義の進లのもとでల開される「新しい国際労働研究」（8ateSman 2012）は，

～の途上国の労働運動研究，ਖ਼確には19�0年代ظをたどるとこの࣌ݩ 1980年代の途上国の労働運動
を論ずる際の視角であった「社会運動ユニオニズム」に࿈なっている。ただし，新しい国際労働研究
で論じられている社会運動ユニオニズムには，その有ޮ性΁の൷൑もある（3aImanE anE 
-anHGoSE 2010� ᒟ 2005）。
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序章　新興4か国の「新しい労働運動」

働運動は，཈ѹ的なマルίス政権Լの1980年に݁成された「5月1日運動」
（,ilVsanH MaZo Uno� ,MU）が主ಋした労働運動に代表される。,MUは自ら
を「ਅの，ಆ૪的な，そしてφγϣφリストの」労働組合とみなしている
（3amasXamZ 2002）8）。,MUは，一ൠにフィリピンではಆ૪的ࠨ೿と目される
「新しい労働運動」／社会運動ユニオニズムをల開した労働組合のなかでも，最
もաܹでಆ૪的な運動スλイルを࠾༻した組৫であった。ಘҙとしたのは
「8elHanH BaZan」（和༁は「ਓຽストライΩ」。֗಄レファレンダムともݺ͹れる

θωスト（"Hanon
 SeSSano anE $eSte[a 2009））の実施である。また೶ຽやړຽ，
公共ަ通運స手，ࣦۀ者，౎ࢢශ困૚といったଞの社会集ஂとಉໍを組み，ద੾
な෺Ձ政ࡦをٻめるなど，フィリピンのすべての労働者にࢿするようなཁٻをܝ
げることに力点をஔいた。実際，,MUがॏ視したのはίϛϡニςィ集ஂや社会
άループとのಉໍである。これは,MUのΩϟンϖーンやストライΩをよりޮ果
的 に す る の に も ෆ 可 ܽ で あ っ た（3amasXamZ 2002� "Hanon
 SeSSano anE 

$eSte[a 2009）。
　Ҏ上の例がࣔすような，19�0年代～ 1980年代にいくつかの新興国でల開さ
れたಆ૪的な，権Җ主義的体੍΁の఍߅をも視野に入れた労働運動が1つ目の「新
しい労働運動」である。そこではίϛϡニςィとのかかわりもॏ視された。新興
諸国の労働運動研究およͼ労働運動史では，そのҙ義の؍点からॏཁな労働運動
である。

���ɽ࿑ಇӡಈੑ׆࠶Խͷऔ૊Έͱͯ͠ͷʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯ
　1つ目の「新しい労働運動」が19�0年代～ 1980年代の新興諸国を෣୆にした
ものであったのにରし，本章が2つ目の「新しい労働運動」とする労働運動は，
1990年代Ҏ߱のとくに先進諸国の労働運動の再活性化，再ੜの取組みに関するも
のである9）。۩体的には，アϝリカの労働組合のશ国中ԝ組৫であるアϝリカ労

8）「ਅの」は，労働組合が組合員に੹೚を࣋ちまた֎෦ࢧ഑をഉআすること，そして労働者֊ڃのため
に政࣏的社会的໰୊にも関心を෷うことを指す。「ಆ૪的」は，཈ѹにରするのに必ཁとなるもので
ある。「φγϣφリスト」は，フィリピン国ຽのための運動を実施するということだが，ถج܉地の
ଘ在やフィリピンの܉事ڌ点化にも൓ର運動を܁り޿げるなど，൓ถ運動を担うଆ໘もあった。

9）労働運動の再活性化に関心が࣋たれていたのは先進国だけではない（3amasXamZ 2002）。
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働૯ಉໍ・࢈別会議（"meSican FeEeSation oG -aCoS anE $onHSess oG *nEVstSial 

OSHani[ations� "F-�$*O）の1990年代の取組みや行動方਑などをめ͙って，それ
を「新しい労働運動」と表したものがある（BSecIeS anE $ostello 199�� Mantsios 

1998）10）。
　アϝリカでは1990年代までに，労働運動が大きくक੎に௥いࠐまれていた。
それは1980年代Ҏ߱進లする経済のάローόル化とともに，新自由主義政ࡦを
૪ܹ化をڝや国際ࡅストライΩのค׭げる当࣌のレーΨン政権による航ۭ؅੍ܝ
ཧ由とする自動ंۀ࢈での労働条件ҾきԼげなどをൽ੾りに，政෎や経営者ଆが
൓労働組合߈੎をڧめたこと，また੡଄ۀのւ֎Ҡసによるۀ࢈のۭಎ化が進ల
していったことが原Ҽである（ࣰా 2009，81）。労働運動の௿໎という状況を打
破すべく，アϝリカ最大の労働組合શ国中ԝ組৫である"F-�$*Oではジϣン・
スウィーニーを中心とする改ֵ೿「ニϡー・ϰΥイス」（新しい੠）が1995年のશ
国大会で執行෦としてબ出され，労働運動の再活性化に取り組Ήこととなった
（Mantsios 1998）。その取組みは，組৫化が૬ର的に進んでいなかったঁ性やマ
イϊリςィの労働組合ࢀՃをଅすにとどまらず，執行委員会の૿員とマイϊリς
ィの༏先ิॆ，大ֶੜ΁の労働組合ࢀՃ機会の提供，組৫化委員会のઃஔ，アϝ
リカ南෦での組৫化ܭը，経済社会ਖ਼義指向の労働組合員ڭҭ，公共事ۀ等での
ੜ活賃金อো運動，地域協議会と地域活動の活性化やۈ労者ॅډ組৫の૑ઃなど
をଅ進することからなる。൓άローόリズム運動΁のࢀը等をؚめて，労働運動
を社会に開くべく改ֵに取り組んだ（ࣰా 2009，83）11）。
　この"F-�$*O主ಋの「新しい労働運動」とは別に，1990年代に入ってアϝリ

10）この「新しい労働運動」に࿈なる取組みの一෦は，"F-�$*OࡿԼの国際αーϏスैۀ員組合（SeSvice 
EmQloZees *nteSnational Union� SE*U）（の前਎組৫）などで19�0年代あたりから行われている。
，༰している。なおܗਢ（2005）は1980年代ऴ൫Ҏ߱のそれらの取組みを「新しい労働運動」とߴ
1980年Ҏ߱に10年Ҏ上にわたってSE*Uで会௕を຿めたのが，後出のジϣン・スウィーニーである。

11）ただし，"F-�$*Oが進めたこの「新しい労働運動」がアϝリカの労働運動の再活性化，再ੜを大き
くもたらしたかというと，൱ఆ的になら͟るをಘない。それはその後の労働組合組৫཰の௿Լ（දং
Լの主ཁࡿর）から明らかで，また"F-�$*O自਎が2000年代Ҏ߱に，運動方਑のちがいからࢀ��
労働組合の୤ୀなどのࠞཚに見෣われている。それでも，マイϊリςィやҠຽ労働者の組৫化，ま
た地域ίϛϡニςィでの労働者の組৫化といった取組みは，今日も労働運動の再活性化にॏཁなこ
ととೝࣝされ，"F-�$*OもҾきଓき取組んでいる（;XeiH 2014）。"F-�$*Oの今日の取組みにつ
いてはࢁ 。রࢀ（2015࡚）
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序章　新興4か国の「新しい労働運動」

カでは，労働組合ではない/(Oによる労働運動も஫目されている。その代表が
19�0年代ऴ൫に஀ੜしたϫーカーηンλーで，1990年代Ҏ߱アϝリカの各地で
݁成が進み࢝めた（Fine 200�）12）。ϫーカーηンλーは地域ίϛϡニςィにج൫
をおく，Ҡຽ労働者／Ҡॅ労働者（マイϊリςィ労働者）を中心とする௿賃金労
働者をࢧԉし，また௿賃金労働者を組৫する஥հ組৫である。今日のϫーカーη
ンλーは，レストランैۀ員，家内労働ै事者（家政්，ϕϏーγッλーなど），
λクγー運స手，日ޏい労働者などの職ۀをج൫としたものと，所ଐするڭ会ډ
ॅ地域，出਎国をج൫としたものの2つに分ྨできる（2012 ࡚ࢁ）。ϫーカーη
ンλーが行うのは，ෆ෷い賃金の֫ಘ΁の๏཯・࢘๏໘でのαϙートなどの௿賃
金労働者΁のαーϏスの供༩，労働者権利の֦ॆをめ͟す労働๏改ਖ਼΁のロϏー
インά活動などのアドϰΥカγー（擁護），そして組৫化である（Fine 200�， 

2）13）。こうしたϫーカーηンλーの取組みも，「はじめに」で記したようなैདྷ
型の労働運動ではないというҙຯで，「新しい労働運動」とすることができる。
　ところで，このような1990年代あたりҎ߱のアϝリカの「新しい労働運動」
およͼそのあり方や取組みは，࢖༻者とのஂ体ަবを通じて賃金や労働࣌ؒなど
の労働条件の改善，向上を図るという，今もアϝリカで主ྲྀの労働運動のあり方
であるϏジωス・ユニオニズムとରൺされて，社会運動ユニオニズムとして議論
されてきた14）（BSecIeS anE $ostello 199�� 5VSneS anE )VSE 2001�。（ਢ 2005ߴ 
ϫーカーηンλーについても，労働組合ではないものの，社会運動ユニオニズム
の新しい一ܗଶ（(aScia 2019）というҐஔͮけである。ここからアϝリカの社

12）ϫーカーηンλーが労働組合ではなく/(Oである一Ҽに，アϝリカの労࢖関係をنఆする๏੍度が
ある。ৄࡉについてはԕ౻（2012）ࢀর。

13）௿賃金労働者΁のαーϏスの供༩は，ӳ語ڭҭや労働者の権利に関するڭҭ，ҩྍ機関やۜ行ޱ座，
またローン΁のアクηスの஥հなどをؚΉ。アドϰΥカγー（擁護）はこのଞ，௿賃金ۀ࢈の実ଶ調
査とその公開，政෎機関と協力しながらのϞニλリンάやۤ情ॲཧ手ଓきの改善，๏ྩにҧ൓する
などである。組৫化には，労働者自らが経済的また政࣏的な๬みを実，ى者にରするૌুの提༺࢖
現するために行動をىこすようになるよう，リーダーγップڭҭを行うこともؚまれている（Fine 
200�）。

14）アϝリカのユニオニズム（組合主義，஫5）ࢀর）について，1930年代にアϝリカでల開された労働
運動は，社会運動ユニオニズムであったとҐஔͮけられている（5VSneS anE )VSE 2001）。その社
会運動ユニオニズムが1950年代～1980年代はϏジωス・ユニオニズムに取って代わられ，しかし
労働運動の再活性化には社会運動ユニオニズムが必ཁであるとして，改めて஫目されたということ
である。
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会運動ユニオニズムを，社会ਖ਼義の実現（SciQes 2014）をめ͟して，マイϊリ
ςィやҠຽ労働者などのະ組৫労働者の組৫化や，労働組合員のੵۃ的なかかわ
りをଅすような労働運動をల開する（5VSneS anE )VSE 2001），また地域ίϛϡ
ニςィでのਓ々とのかかわりをॏ視する指向を࣋つ運動としてఆ義できる15）。
　日本，そしてଞの先進国についても，労働組合運動の再活性化，再ੜに，この
ような社会運動ユニオニズムが伴になるという視座がある（新઒・ࣰా 2009）。
またアϝリカのϫーカーηンλーのように，労働組合ではない/(Oなどの労働
者組৫とそれらの組৫による取組みは日本でも஫目され，また限ఆ的ではあるが
進みつつある（ԕ౻ 2012）。ઓ後日本の労働運動にরらすと，日本の労働組合は
企ۀにޏ༻されるਖ਼社員によって組৫された企ۀ別労働組合が中心であり，その
主たる関心は௕らく，ਖ਼社員の賃金や労働࣌ؒなどの労働条件の改善，向上であ
った。今日ではパートλイマーなど非ਖ਼社員の組৫化は進みつつあるとはいえ，
日本の労働運動はਖ਼社員によるਖ਼社員のためのものであったといえる。しかしਖ਼
社員のための取組みから取り残されてきた，ഉআされた労働者の権利擁護（ԕ౻ 

2012）は，日本の労働運動が今後いっそう取り組Ήべき՝୊である。どのよう
なݺশを当てはめるかはともかくも，アϝリカで1990年代Ҏ߱に議論がల開さ
れてきた社会運動ユニオニズムの考え方は，日本の労働運動のల開に෦分的では
あれద༻できることだけはいえよう1�）。

���ɽ�ʮ৽ܕࠃڵͷ৽͍͠࿑ಇӡಈʯͱʮแઁɾݖར༴ܕޢ࿑ಇ
ӡಈʯ

　前߲まで，19�0年代～ 1980年代の新興諸国における労働運動と，1990年代
Ҏ߱のアϝリカの労働運動のあり方をみてきた。両者はそれͧれैདྷ型の労働運
動とは異なる指向とಛ性を࣋つ，ともに「新しい労働運動」とܗ༰された労働運

・ਢ（2005）ではアϝリカの社会運動ユニオニズムを「自らを社会運動とҐஔͮけなおし，Ϗジωスߴ（15
ユニオニズムの運動領域を௒える社会運動の領域΁の指向性を࣋ち，社会運動の方๏を࠾༻し，ల
開する労働運動」とఆ義する。社会運動ユニオニズムのఆ義は論者によって異なる。

1�）日本の社会運動ユニオニズムとその関࿈研究は，日本の労働組合や労働運動とのൺֱ可能性の؍点
からか，先進国の社会運動ユニオニズム΁の関心がڧい（新઒・ࣰ ా 2009�・ただし新઒。（2014 ాࢁ 
ࣰ （ా2009）は1980年代のؖ国の労働運動を，またԕ౻（2012）は新しい労働組৫の؍点からؖ国
にՃえて，中国の૲のࠜ労働/(Oについて論じている（ᖒా 2012）。
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動であった。この2つの「新しい労働運動」は，ಛఆの国／地域におけるಛఆの
される，ྺ史上の出དྷ事である。そこでそのಛ性をந出して，「新し࡯؍にظ࣌
い労働運動」を࣍の2つに分ྨする。
　1つ目の「新しい労働運動」は，19�0年代～ 1980年代のいくつかの新興国に
おける労働運動を出自とする，開ൃや経済ൃలのあり方を໰う，また権Җ主義（的）

もしくは非ຽ主主義的な体੍や׳行の打破をめ͟す方向にৼれ，したがってಆ૪
的であったというಛ性を有する労働運動である。新興国でىこったैདྷ型とは異
なるこのような労働運動を，本書では「新興国型の新しい労働運動」とする。
　もう1つの「新しい労働運動」は，組৫化に労働組合の関心がैདྷ向かわなか
った労働者やマイϊリςィ，またഉআされた労働者の組৫化や権利擁護，社会ਖ਼
義の実現に取り組Ή，労働組合およͼ必ずしも労働組合というܗଶを取らない組
৫（労働໰୊にಛ化した/(Oʤ非政෎組৫ʥやஂࡒなど），そしてห護࢜や活動家と
いう個ਓが主ಋする労働運動である。本書ではこの「新しい労働運動」を，「包摂・
権利擁護型労働運動」とする。「包摂・権利擁護型」は（運動の主体よりも）権利
擁護や社会ਖ਼義の実現という目的から൑断するఆ義である。ݺশや名শはともか
くも，包摂・権利擁護型とみなすことができる労働運動は今日，先進国だけでな
く国際的にೝࣝ，議論される労働運動のைྲྀでもある1�）。
　そして，新興国型の新しい労働運動と包摂・権利擁護型労働運動の両者に共通
しているのが，労働運動のల開における，労働組合ではないଞの社会άループや
ίϛϡニςィ組৫等との協働やωットϫークܗ成のॏཁ性である。
　ここで，࣍の点をิ଍する。本章はここまでに，「新しい労働運動」とฒんで
社会運動ユニオニズムという༻語そして֓念にԿ度か;れた。本書が後者の社会
運動ユニオニズムを分析の視座としないのは，本અでもみてきたように，社会運
動ユニオニズムというಉ一の༻語が異なった࣌代と場所（国），また異なった༷

1�）たとえ͹，働くශ困૚（とくにঁ性）がੜ活していけるように労働者の地Ґや能力の向上に取り組Ή，
労働組合やੜ活協ಉ組合などの組৫（組৫ϝンόーとݺ͹れる）およͼ研究者や開ൃ専門家といった
個ਓ（ಉ個ਓϝンόー）の国際的なωットϫークとして，199�年ઃཱの「非公ࣜ経済のなかのঁ性ɿ
国際化と組৫化」（8omen in *nGoSmal EmQloZment� (loCali[inH anE OSHani[inH� 8*E(O）
がある。その取組みから，8*E(Oは本書がఆ義する包摂・権利擁護型労働運動をల開する組৫と
考えることができる。8*E(Oのωットϫークは今日，40か国Ҏ上をカόーしている（8*E(Oウ
Σブαイトࢀর。IttQs���XXX�XieHo�oSH�，2020年9月11日閲覧）。
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ଶの労働運動の೺Ѳや分析に༻いられているからである（)olEt 2002� ᒟ 2005� 

SciQes 2014）。このような異なる文脈における異なるఆ義がࠞ在する֓念を༻い
た議論は，ࠞཚをটきかͶない。また，ユニオニズムは一ൠに（労働）組合主義
と༁されるとおり（஫5）ࢀর），社会運動ユニオニズムの議論は，労働組合のଘ
在を前提とするとみるべきである。しかし今日，ഉআされた労働者の権利擁護や
労働運動を通じて社会ਖ਼義の実現に取り組んでいるのは，労働組合だけではない。
そして本書が扱うインド（第3章）や中国（第4章）のように，/(Oが労働運動
に一ఆあるいは大きな役割を果たしている国の分析においては，ユニオニズムと
いう視点では議論のࣹఔがڱくなってしまい，ద合しない。本書の視座「新しい
労働運動」は，社会運動ユニオニズムよりも޿いൣғを議論のࣹఔに入れるもの
である。
　Ҏ上，本書では࣌ؒ࣠上のݹさ・新しさからの؍点，すなわち各国労働運動の
史的ల開を౿まえながら，「新しい労働運動」には新興国型と包摂・権利擁護型
の2つがあるという視角を༻い，新興4か国の「新しい労働運動」の動ଶを明ら
かにする。࣍અでは新興4か国のそれͧれの「新しい労働運動」をཁ໿し，異ಉ
をみる。

৽ࠃ͔�ڵͷʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯ�
ʕ֤ষͷཁ໿ͱ࿑ಇӡಈͷҟಉʕ3

���ɽݕ౼ର৅ࠃͷબఆͱ֤ষͷཁ໿
　本書の最大の目的は，新興4か国の「新しい労働運動」がԿか，どのようなల
開をみせているかを明らかにすることにある。それは「はじめに」で述べたよう
に，各国の今日の労働運動をཧղするには，それͧれの「新しい労働運動」΁の
஫目がෆ可ܽであるというೝࣝにͮجく。
Ҋした。第1に，前અで提צする4か国のબఆにあたっては，つ͗の2点を౼ݕ　
ࣔした「新興国型の新しい労働運動」をల開した新興国のなかから，ର৅をબఆ
することである。本書の主؟は新興国の労働運動の実ଶ分析にあるので，この視
点は֎すことができない。ここでは新興国型の新しい労働運動に஫目した最初ظ
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かつ代表的な研究書であるSeiEman（1994）にならい，南アフリカとブラジルの
2か国をݕ౼することとした18）。南アフリカとブラジルは，19�0年代～ 1980年
代の労働運動，すなわち「新しい労働運動」の動ଶには大きな関心が෷われたが，
その後についてはとくに日本ではあまり論じられていない。新興国型の新しい労
働運動がその後どのようなల開をみせ，今日どのような状況にあるか，その動ଶ
を明らかにする必ཁがある。
　第2に，新興国型の新しい労働運動にあてはまらない労働運動がల開されてき
た，あるいはそう考えられている新興国をબఆすることである。このようなରஔ
により，新興国の「新しい労働運動」の多༷なଆ໘を論ずることが可能になると
見ࠐまれる。ここでは新興国型のର৅国とಉじく，2か国をとりあげることとし，
ਓنޱ໛，したがって労働力ਓޱのن໛でੈք第1，2Ґを઎め，経済をはじめ
国際的な஫目度がߴいインドと中国をબఆした。
　このようにର৅国をબఆしたものの，労働運動はその国ݻ有のྺ史的，੍度的，
文化的ཁҼを൓өさせるものである。また，本書のように取り上げる事例਺がগ
なく，かつ多༷な経済社会എܠをもつ国々をର৅として行う国際ൺֱからは，一
ൠ化をࢼみることは難しい。本書ではこのݻ有性／多༷性というཧ由により，各
国の「新しい労働運動」の議論でどこにॏ点をおくかも，各章に委Ͷている。Ҏ
Լ，各章をཁ໿する。
　第1章は南アフリカの「新しい労働運動」である。本章では，19�0年代～
1980年代に新興国でىこった「新しい労働運動」の代表例である南アフリカの
労働組合運動が，ຽ主化をୡ成した後，どのようなల開を਱げているのかが論じ
られる。筆者は，「新しい労働運動」の担い手であった$OS"5Uがຽ主化後に
政権༩ౘアフリカຽ଒会議（"GSican /ational $onHSess� "/$）とಉໍ関係を݁
んだことにより，社会的ର࿩の場が੍度化され，その場での政෎や経営者代表と
のަবを通じて，労働者と労働組合の権利をอ護する労働๏੍が੔උされたこと
を，「新しい労働運動」の成果としてධՁする。しかしその一方で，多くの労働

18）ิ଍すると，新興国型の新しい労働運動をల開したؖ国とフィリピンについて，ؖ国は今日すでに
新興国ではなく先進国であること，また，フィリピンは,MUに代表される「新しい労働運動」（社会
運動ユニオニズム）のݕ౼を当初企図したが，本書ではかなわなかった。フィリピンの「新しい労働
運動」のݕ౼はつ͗の機会にৡる。
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組合運動家が国会議員や׭྅にస਎し，労働組合組৫がऑ体化するとともに，労
働組合の指ಋ෦と一ൠの労働者のあいだでဃ཭がੜじている現状を໰୊視する。
$OS"5Uを中心にల開されてきた南アフリカの労働運動はまた，さま͟まな࢈
場のॊೈ化が進み，ैདྷ，労働組合が主たるର৅とはしてこなࢢにおいて労働ۀ
かった非ਖ਼ن労働者が૿Ճするなかで，代表性とਖ਼౷性のة機にも௚໘している。
このようなม化にରして労働組合が有ޮな手ཱてをߨじ੾れていない一方で，労
働組合に組৫化されていない労働者による新しい労働運動が出現しつつあること
も指ఠしている。
　第2章はブラジルの「新しい労働運動」である。19�0年代後൒から1980年代
前൒にかけてのブラジルでは，労働組合は܉政ԼでࢭېされたストライΩを断行
するだけでなく，政ౘや社会運動と共ಆしຽ主化ཁٻ運動のॏཁな担い手となっ
た。労働組合本དྷの活動のൣғを௒え，܉政からຽ政΁の国の体੍ม׵に関༩し
た当࣌のブラジルの労働運動は「新しい労働組合主義」とশされる。本章では，
この「新しい労働組合主義」から஀ੜしたブラジル中ԝ౷一労働組合（$entSal  

¼nica Eos 5SaCalIaEoSes� $U5）にয点を当て，$U5が1985年のຽ政Ҡ行後ど
のようなมભをḷり，現在どのような状況にஔかれているかを明らかにしている。
その際，1990年代の経済の҆ఆと新自由主義化，$U5が࣋ࢧするࠨ೿政ౘの
2003年の政権஀ੜおよͼ改ֵとԚ職，労働組合にॏཁなݯࡒ૕ࣦとఢର的なӈ
೿政権のൃ଍という，組合の༷ଶに関࿈するブラジルの政࣏経済社会的なม化に
஫目している。そしてこれらにରして$U5は，活動のྔ࣭的なม化を਱げ，賃
金や労働条件の改善だけでなく労働者શ体の෱ࢱの向上をめ͟すよう方向స׵を
行い，また組৫分྾などを経て，現在はۤڥにཱたされている状況を明らかにし
ている。
　第3章はインドの「新しい労働運動」をみる。本章では，政ౘにैଐしないಠ
労働組合による労働運動と包摂・権利擁護型労働運動の2つをインドの「新ܥཱ
しい労働運動」とಛఆし，その動ଶを論じている。インドの「新しい労働運動」は，
新興国型の新しい労働運動とಉじく19�0（～ 1980）年代にݦ在化した一方で，
ຽ主主義体੍内のものであった点で，南アフリカやブラジルの「新しい労働運動」
と異なる。ಠཱܥ労働組合運動として஫目した「新しい労働組合イニγアςィブ」
（/eX 5SaEe Union *nitiative� /5U*）は，ಛఆの政࣏思૝にとらわれず，෯޿
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い思૝を࣋つ労働組合を集݁させることで，طଘの労働組合の中ԝ組৫にはない
運動の可能性を޿げている。ただし，組৫ن໛の໘で政ౘܥ労働組合に及んでい
ない。ଞ方インドの包摂・権利擁護型労働運動は，インドが経済と社会のൃలを
め͟していくなかで，社会が๊える，またインドಛ有の֊૚，出自，性別などに
関するࠩ別やෆฏ等という，ࠜਂい໰୊に向き合っている。本章の考࡯では，運
動のల開にຽ主的な手ଓきをとることが必ਢと思われる包摂・権利擁護型労働運
動においては，運動をల開する組৫が֎෦からのಠཱ性を確อしていること，ま
た運動がࢀՃ者の考えやҙ見を൓өしたものであることが，経済と社会のൃలを
め͟すաఔではよりいっそうॏཁであるとしている。
　第4章は中国の「新しい労働運動」である。本章では中国が1989年の天҆門
事件前後（第ᶗظ）と1990年代Ҏ߱現在にࢸるまでの࣌ظ（第ᶘظ）に経ݧした，
2つの「新しい労働運動」に஫目している。޻会とݺ͹れる׭੡の労働組合組৫は，
んでࠐをおき，労働運動を཈え؟国Ҏ前から労働者を動員，利༻することに主ݐ
きた。したがって，労働者による自ൃ的な労働運動であるというのが中国の「新
しい労働運動」のಛ性である。「新しい労働運動」の主体については，天҆門事
件から೿ੜしてىきた第ᶗظの運動の主体が公有੍企ۀにޏ༻されたਖ਼نの労働
者で౎ॅࢢຽであったのにରし，第ᶘظの運動の主体は೶ଜ出਎の೶ຽ޻である。
また，第ᶗظの「新しい労働運動」は，天҆門事件がੜみ出したものだったとみ
ることができることから，新興国型の新しい労働運動のྨ型だったとみられる。
それにରして第ᶘظは，主としてྟ࣌޻／非ਖ਼ن労働者としてޏ༻される，そし
て౎ࢢにॅډしながらも౎ށࢢ籍をಘられないために，౎ॅࢢຽとಉ༷の社会อ
োや行政αーϏスをڗडすることのできない೶ຽ޻が運動の中心にある。ഉআさ
れた労働者としての೶ຽ޻のීว的な権利をٻめる運動というҙຯで，第ᶘظの
「新しい労働運動」は，包摂・権利擁護型労働運動である。この第ᶘظの労働運
動には，第ᶗظの天҆門事件のྲྀれを἞Ή運動と，その後の経済状況のなかから
出てきた೶ຽ޻自਎による運動とがある。異なる࣌代的എܠのなかでىきた中国
の2つの「新しい労働運動」に，ܧଓ性をみることができるとしている。

���ɽ֤ࠃͷʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯͷҟಉ
　本書は各国の「新しい労働運動」がどのようにల開し，また現在どのような状
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況にあるかという実ଶ分析が目的であり，ཧ論໘には大きな関心を෷っていない。
労働運動に関するཧ論は，そのཧղにෆ可ܽで，まため͟すべき運動の指਑を提
ࣔするというҙຯでも大きなҙ義があることはいうまでもない。しかしଞ方で，
実際の労働運動をਖ਼確にཧղすることで，ؼೲ的に労働運動を分ྨし考࡯するこ
とも無ҙຯではないと考えられる。わずか4か国をݕ౼するにす͗ない本書では
そのۀ࡞は行わないが，新興4か国の「新しい労働運動」には，࣍の異ಉが指ఠ
できる。
　第1に，19�0年代～ 1980年代という新興国型の新しい労働運動の୆಄ظに，
インドおよͼ中国でもそれͧれの「新しい労働運動」の୆಄がみられた。インド
と中国の両国の労働運動は，本書が南アフリカとブラジルの「新しい労働運動」
をみるように，19�0年代～ 1980年代からのつながりをҙࣝして体ܥ的に論じ
られてこなかった。史的ల開を考࡯の視野に入れると，両国ともに19�0年代～
1980年代の「新しい労働運動」が今日に大きく，あるいは෦分的にではあれ，
࿈なっていることが明らかになる。
　第2に，南アフリカでは$OS"5Uが，ブラジルでは$U5が，1990年代Ҏ߱
に政権༩ౘとのڧい協力関係をߏஙする，あるいは政権運営の一ཌྷを担うもしく
は一෦に組みࠐまれるという，޿いҙຯでίーϙラςィズム型（ScImitteS 

19�4）に分ྨできる労働運動がそれͧれల開された（)aZteS anE -ee 2018）。こ
れにରしてインドと中国の「新しい労働運動」はίーϙラςィズム型ではなく，
政権に༩しない，政権΁のैଐを൱ఆする労働運動としてల開されている19）。
　第3に，第2の点とも関࿈するが，ίーϙラςィズム型の「新しい労働運動」
がల開された南アフリカとブラジルでは，もともと，そして今日も，労働組合員
の多くがਖ਼社員／ਖ਼ن労働者である。それにରしてインドと中国については，イ
ンドがいわΏる「会社ۈめのਖ਼社員」の࿮組みに収まらない労働者（੥ෛ労働者，

自営者など）の組৫化を，また中国ではとくに第ᶘظの「新しい労働運動」では
出Ք͗のྟ࣌޻（೶ຽ޻）の組৫化を，それͧれ労働運動の大きなج൫とする。
すなわち，いずれも労働者分ྨでみたن໛にൺべて社会的なཱ場およͼൃ言力が

19）ただし南アフリカおよͼブラジルと異なり，ಉじく新興国型の新しい労働運動の代表֨であるフィ
リピンでల開された「新しい労働運動」（2�1�߲ࢀর）は，ίーϙラςィズム型ではなく，インドと中
国の「新しい労働運動」とಉじく，政権に組みࠐまれていない。
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はるかにখさい労働者が，インドと中国の「新しい労働運動」のॏཁなҐஔͮけ
にある。南アフリカとブラジルの「新しい労働運動」が今日，非ਖ਼ن労働者の組
৫化をܰ視しているわけではない。それでも，本書でみる「新しい労働運動」に
限ఆすると，南アフリカ・ブラジルとインド・中国のࠩ異として，組৫する労働
者のब労上，बۀ上のཱ場のちがいをみることができそうである。
　第4に，ブラジルの「新しい労働運動」はٸ଎に進Ήۀ޻化に൐う֊ڃಆ૪的
なҐஔͮけが，当初はよりॏཁであったと考えられる。それにରして，南アフリ
カではਓछ，インドでは出自や性別，そして中国ではށ籍という，֊ڃಆ૪のൣ
ᙝに収まらないཁҼにͮجく਎分੍的なཁૉのかかわりが，各国の「新しい労働
運動」にೝめられる。
　第5に，「新しい労働運動」は4か国いずれの国でも，Կらかの運動の分྾を経
している，もしくは分྾と関࿈している。一ൠ論としては，労働運動の分྾にݧ
労働運動の新しい଻動をみることができる。一方で，労働組合そして労働運動の
分྾は，労働運動のӨڹ力をऑめる方向に働く。このことから，「新しい労働運動」
が࣋ଓ的なものとなるには，分྾をいかに৯いࢭめるかが1つの伴であると思わ
れる。また，インドと中国の包摂・権利擁護型労働運動がࣔࠦするのは，労働組
合員ではない社会運動家やห護࢜といった個ਓのイニγアςィブが，運動に大き
くӨڹを及΅す点である。これは分྾の೗Կとは関係ない。しかしଞ方で，ैདྷ
型の労働運動が取り組んでこなかった領域を扱う包摂・権利擁護型労働運動は，
ैདྷ型の労働運動からの分྾としても議論できるかもしれない。労働運動の分྾
に，労働組合にとってॏཁな組৫の自主ಠཱ性や代表性の໰୊はどのようにかか
わるか，組৫内ではຽ主的なҙ思ܾఆが行われているかなど，本書では労働運動
の分྾について۷りԼげた考࡯は行っていない。その考࡯は今後の՝୊である。

　Ҏ上，各章の論点を֓؍し，また新興4か国の「新しい労働運動」の異ಉをみた。
論文，୯行書ともに，新興諸国においてల開された個別の労働運動を論ずる文献
はຕ挙にՋがない一方で，新興国の労働運動それ自体をର৅としてෳ਺国をとり
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あげる研究は，近年はあまり多くない20）。本書が扱う新興4か国は，ロγアをআ
くB3*$Sをߏ成する国々でもある。とりわけ経済や政࣏に関心が向きがちなな
かで，B（S）*$Sの࿮組みではあまり論じられていない労働運動に関するൺֱ研究
には一ఆのҙ義を見出すことができると考える。
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20）労࢖関係੍度や労働政࣏など，別の研究主୊のもとで（各国の）労働運動が論じられることはগなく
ない。たとえ͹近年では，Mosoetsa anE 8illiams （2012）が新興国／途上国の஫目すべき労働
運動を，ࡡ取とपԑ化΁のઓい，政࣏運動と労働組合，そしてϫーカー・オルλφςィϰという3෦
で論じている。また)aZteS anE -ee（2018）は，インド，南アフܗ成で，個別事例をとりあげるߏ
リカ，ブラジル，中国，そしてトルίの労࢖関係を，包摂的成௕または包摂という؍点でまとめて
いる。また，2000年（θロ年）代前൒に，これらの国々でೣࢁストがൃੜしたことに஫目し，੍度
化された労࢖ฆ૪ॲཧγスςムの機能ෆશの೗Կや労࢖関係が経済ൃలにどのようなӨڹを及΅す
かをݕ౼した。ಉ書は，先進国とಉじくいずれの新興国でも労࢖関係はॏཁであること，ଞ方，新
興国経済やಉ労働ࢢ場におけるߴい非公ࣜ性や，஗いもしくは限ఆ的なൃۀ࢈లの݁果，先進国と
は異なる労࢖関係のパλーンがੜまれていること，そして，ֵ新的で実ޮ性ある労働者อ護には，
社会的ର࿩およͼஂ体ަবがॏཁであること，といった諸点を指ఠする。
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෇ද�　新興4か国のਓޱ౳ࢦඪ

国
ਓޱ　（ਓ） 出ੜ཰　（ਓ） 出ੜ࣌ฏۉ༨ （໋年） ࣇະຬೕ༮ࡀ5

๢཰（ਓ）ࢮ

1980年 2019年 このؒの年
ฏۉ成௕཰ 1980年 2018年 1980年 2018年 このؒの

৳ͼ 1980年 2019年

南アフリカ 28
55�
��9 58
558
2�0 1�8�� 5�0 2�4 58�1 �3�9 5�8 年 92�2 34�5

ブラジル 120
�94
009 211
049
52� 1�44� 4�0 1�� �2�� �5�� 13�0 年 9��1 13�9

インド �98
952
844 1
3��
41�
�50 1��3� 4�8 2�2 53�8 �9�4 15�� 年 1���9 3��3

中国 981
235
000 1
39�
�15
000 0�91� 2�� 1�� ���8 ���� 9�9 年 �2�2 ��9

日本（ࢀ） 11�
�82
000 12�
2�4
931 0�20� 1�8 1�4 ���1 84�2 8�1 年 9�9 2�5

（出所） ੈ քۜ行αイト（IttQ���XXX�XoSlECank�oSH�Ka�neXs�GeatVSe�2014�03�2��oQen�
Eata�IealtI）より，筆者࡞成（2020年10月12日閲覧）。

（஫）（1）5ࡀະຬೕ༮ࢮࣇ๢཰は，1000ਓ当たりのਓ਺。
　　（2）ਓޱの年ฏۉ成௕཰は表ࡌܝ਺஋（1980～2019年）から筆者ࢉ出。

෇ද�　新興4か国の໊目(%1（国಺૯生࢈）のਪҠ� （୯ҐɿUSԯドル）

1980年 1990年 2000年 2010年 2015年 201�年 201�年 2018年 2019年
1980～
2019年
の৳ͼ

ಉ年ฏۉ
成௕཰

南アフリカ 830 1
15� 1
3�4 3
�53 3
1�� 2
9�4 3
49� 3
�83 3
514 4�2ഒ 3�8�

ブラジル 2
350 4
�20 �
554 22
089 18
022 1�
95� 20
�28 18
855 18
398 ��8ഒ 5�4�

インド 1
8�3 3
210 4
�84 1�
�5� 21
03� 22
948 2�
528 2�
132 28
�51 15�4ഒ ��3�

中国 1
911 3
�09 12
113 �0
8�2 110
�1� 112
333 123
104 138
948 143
429 �5�0ഒ 11���

日本（ࢀ） 11
054 31
328 48
8�5 5�
001 43
895 49
225 48
��9 49
548 50
818 4��ഒ 4�0�

（出所） ੈ քۜ行αイト（IttQ���XXX�XoSlECank�oSH�Ka�neXs�GeatVSe�2014�03�24�oQen�
Eata�economZ）より，筆者࡞成（2020年10月13日閲覧）。

（஫）1980～2019年の৳ͼおよͼそのؒの年ฏۉ成௕཰は筆者ࢉ出。
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෇ਤ�　新興4か国の1ਓ౰たΓ(%1のਪҠ（໊目ɼถドル）

（出所）ੈ քۜ行αイト（IttQ���XXX�XoSlECank�oSH�Ka�neXs�GeatVSe�2014�03�24�oQen�
Eata�economZ）より，筆者࡞成（2020年10月23日閲覧）。

（஫）図19�0 ࠨ年から2014年の各ؒظにおける年ฏۉはݩデーλを༻いた筆者ࢉ出のՃࢉฏۉ。
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（出所）෇表2にಉじ。
（஫）図19�0 ࠨ年から2014年の各ؒظにおける年ฏۉ実࣭成௕཰は筆者ࢉ出。

෇ਤ�　新興4か国の(%1੒௕཰のਪҠ
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（出所）෇表2にಉじ。
（஫）第1࣍ۀ࢈は೶ۀ，ྛ 。をؚΉۀઃݐはۀ࢈第2࣍。ۀړ，ۀ
　　第3࣍ۀ࢈は第1࣍，第2࣍ۀ࢈の残ࠩとしてࢉ出。

(1)䚷南アフリカ䛾⏘ᴗูGDP௜ຍ౯್ᵓᡂẚ䚷䠄䠂䠅 (2)䚷ブラジル䛾⏘ᴗูGDP௜ຍ౯್ᵓᡂẚ䚷䠄䠂䠅

(3)䚷インド䛾⏘ᴗูGDP௜ຍ౯್ᵓᡂẚ䚷䠄䠂䠅 (4)䚷中国䛾⏘ᴗูGDP௜ຍ౯್ᵓᡂẚ䚷䠄䠂䠅
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෇ਤ�　新興4か国の૯ࢿຊܗ੒　ର(%1ൺ

（出所）෇表2にಉじ。
（஫）（1） 図1980 ࠨ年から2014年の各ؒظにおける年ฏۉはݩデーλを༻いた筆者ࢉ出のՃࢉ

ฏۉ。
　　（2）中国の਺஋は2018年までである。

෇ਤ�　新興4か国΁の֎国௚઀౤ࢿ（'%*）७ྲྀೖ　ର(%1ൺ

（出所）෇表2にಉじ。
（஫）図1980 ࠨ年から2014年の各ؒظにおける年ฏۉはݩデーλを༻いた筆者ࢉ出のՃࢉฏۉ。
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෇ද�　新興4か国のফඅऀ෺Ձ্ঢ཰� （ˋ）
1980～
84年
ฏۉ

1985～
89年
ฏۉ

1990～
94年
ฏۉ

1995～
99年
ฏۉ

2000～
04年
ฏۉ

2005～
09年
ฏۉ

2010～
14年
ฏۉ

2015年 201�年 201�年 2018年 2019年
2000～
19年の

Ճࢉฏۉ

南アフリカ 13�5 15�� 12�4 ��3 5�1 5�8 5�3 4�5 ��� 5�2 4�5 4�1 5�3

ブラジル 132�4 532�3 1����2 19�3 8�� 5�1 5�9 9�0 8�� 3�4 3�� 3�� ��4

インド 10�5 ��9 10�2 8�9 3�9 ��1 9�5 5�9 4�9 2�5 4�9 ��� ��4

中国 � 14�8 10�4 5�1 1�1 2�� 3�2 1�4 2�0 1�� 2�1 2�9 2�2

（出所）෇表2にಉじ。
（஫）（1）ブラジルは1981年Ҏ߱ɺ中国は198�年Ҏ߱のฏۉ஋。
　　（2）各年代「ฏۉ」およͼ「2000年Ҏ߱のՃࢉฏۉ」は筆者ࢉ出のՃࢉฏۉ。

෇ද�　新興4か国のࣝࣈ཰おΑͼ中౳ڭҭૈबֶ཰� （ˋ）

཰ࣈࣝ 中等ڭҭ　ૈबֶ཰
国 1980年（1） 2018年（2） 1980年 2002年 201�年（3）

南アフリカ Ҏ上ࡀ15 ���2 8��0
� 82�5 104��

ࡀ24～15 85�2 95�3
ブラジル Ҏ上ࡀ15 �4�� 93�2

� 110�0 100�8
ࡀ24～15 83�9 99�2

インド Ҏ上ࡀ15 40�8 �4�4
28�9 4��1 �3�5

ࡀ24～15 53�8 91��
中国 Ҏ上ࡀ15 �5�5 9��8

43�2 �0�3 88�2
ࡀ24～15 88�8 99�8

（出所） ੈ քۜ行αイト（IttQ���XXX�XoSlECank�oSH�Ka�neXs�GeatVSe�2014�03�28�oQen�
Eata�eEVcation）より，筆者࡞成（2020年10月13日閲覧）。

（஫）（1）インドは1981年，中国は1982年のࣝࣈ཰。
　　（2）南アフリカは201�年のࣝࣈ཰。
　　（3）中国は2010年のૈबֶ཰。
　　（4）「�」はݩ਺஋ະࡌܝ。
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෇ද�　新興4か国のශࠔঢ়گ� （ˋ）

各国のج४によるශ困ઢ
ҎԼのਓޱൺ（年࣍）

国際ශ困ઢによるශ困཰
1日当たり

1�9ドルҎԼ
1日当たり

3�2ドルҎԼ （年࣍）

南アフリカ 55�5 （2014年） 18�9 3��� （2014年）
ブラジル � 4�4 9�2 （2018年）
インド 21�9 （2011年） 21�2 �0�4 （2011年）
中国 1�� （2018年） 0�5 5�4 （201�年）

（出所） ੈ քۜ行αイト（IttQ���XEi�XoSlECank�oSH�taCle）ࡌܝ਺஋より，筆者࡞成（2020年10
月13日閲覧）。

（஫）「�」はݩ਺஋ະࡌܝ。

෇ද�　新興4か国におけるジχ܎਺ɼおΑͼ�ফඅɾࢧग़ෆฏ౳について� （ˋ）

ジニ係਺
ফඅ／ࢧ出ൺ཰

ԼҐ10ˋ ԼҐ20ˋ 上Ґ20ˋ 上Ґ10ˋ
南アフリカ　（2014年） 0��3 0�9 2�4 �8�2 50�5
ブラジル　（2018年） 0�54 1�0 3�1 58�4 42�5
インド　（2011年） 0�38 3�3 ��� 4��2 31��
中国　（201�年） 0�39 2�� ��5 45�3 29�3

日本　（2013年）（ࢀ） 0�33 2�9 ��� 41�1 2��4

（出所）෇表5にಉじ。
（஫） インドのジニ係਺は所ಘからではなくফඅからࢉܭした਺஋であるため，஫ҙが必ཁであ

る。所ಘからࢉܭすると，0�5前後あるいはそれҎ上になるという指ఠがある（˞ ژ౎大ֶ
の౻ా޾一氏よりごࣔڭいただいた）。
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